
第２６ 議案第１７１号 藤岡市等公平委員会共同設置規約の変更に関する協議 

             について 

議  長（反町 清君） 日程第２６、議案第１７１号藤岡市等公平委員会共同設置規約の変更に関

する協議についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長の登壇を願います。 

              （総務部長 白岩民次君登壇） 

総務部長（白岩民次君） 議案第１７１号藤岡市等公平委員会共同設置規約の変更に関する協議につ

いて、ご説明申し上げます。 

 藤岡市等公平委員会は、藤岡市と多野藤岡広域市町村圏振興整備組合、多野藤岡医療事

務市町村組合及び藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事務組合で共同設置しております。鬼

石町が藤岡市に、新町が高崎市にそれぞれ編入することで、藤岡、新町、吉井、鬼石環境

衛生事務組合の名称が変わります。この名称変更に伴いまして規約の変更をお願いするも

のであります。地方自治法の規定により、関係団体と協議を行うため議会の議決を求める

ものであります。 

 以上、説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７１号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７１号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７１号藤岡市等公平委員会共同設置規約の変更に関

する協議について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 



              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７１号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第２７ 議案第１７２号 藤岡市と高崎市との間における教育に係る事務の委託 

             に関する協議について 

議  長（反町 清君） 日程第２７、議案第１７２号藤岡市と高崎市との間における教育に係る事

務の委託に関する協議についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。教育部長の登壇を願います。 

              （教育部長 中島道夫君登壇） 

教育部長（中島道夫君） 議案第１７２号藤岡市と高崎市との間における教育に係る事務の委託に関

する協議について、ご説明申し上げます。 

 現在、立石新田地区内の児童及び生徒の教育事務の管理及び執行を新町に委託しており

ますが、新町が高崎市に編入されるため、高崎市と規約を締結するものでございます。委

託のいきさつにつきましては、昭和４０年に国道１７号線バイパスが開通すると、横断中

の交通事故が多発しました。このため同バイパスを横断し、小野小学校及び小野中学校に

通学する立石新田地区住民より児童・生徒の交通安全確保の要望書が提出されました。こ

のことについて藤岡市教育委員会を中心に関係者と協議を重ねた結果、立石新田地区の児

童及び生徒を新町へ委託することについて議会議決をいただき、規約を締結し、昭和４１

年４月１日より委託したものでございます。新町が高崎市に編入することでこの規約の効

力が失効しますが、児童及び生徒の交通安全を確保するため、引き続き高崎市に委託した

く提案するものでございます。 

 慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７２号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 



              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７２号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７２号藤岡市と高崎市との間における教育に係る事

務の委託に関する協議について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求め

ます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７２号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第２８ 議案第１７３号 区域外の道路認定の承諾ついて 

議  長（反町 清君） 日程第２８、議案第１７３号区域外の道路認定の承諾ついてを議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。都市建設部長の登壇を願います。 

              （都市建設部長 須川良一君登壇） 

都市建設部長（須川良一君） 議案第１７３号新町道第１００１号線、新町道第１０３７号線及び新

町道第５００１号線の区域外認定の承諾について、ご説明申し上げます。 

 多野郡新町が町道認定をするに当たり、当該道路が藤岡市の区域を含むため、道路法第

８条第３項の規定により承諾を求められたので、議会の議決をお願いするものであります。 

 慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７３号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 



              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７３号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７３号区域外の道路認定の承諾ついて、本案は原案

のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７３号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第２９ 議案第１７４号 区域外の公の施設の設置について 

議  長（反町 清君） 日程第２９、議案第１７４号区域外の公の施設の設置についてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。都市建設部長の登壇を願います。 

              （都市建設部長 須川良一君登壇） 

都市建設部長（須川良一君） 議案第１７４号区域外の公の施設の設置について、ご説明申し上げま

す。 

 本議案につきましては、平成１８年１月２３日から群馬郡倉渕村、同郡箕郷町、同郡群

馬町及び多野郡新町を廃し、その区域を高崎市に編入することにより、高崎市の公の施設

となる新町烏川運動場の敷地が本市に一部かかるため、地方自治法第２４４条の３の規定

により平成１７年１１月１日、高崎市長から協議がなされたものであります。主な協議内

容につきましては、施設の名称を「高崎市新町烏川運動場」とし、施設の設置場所を藤岡

市立石新田字東裏５１６番地１ほか２３筆及び高崎市新町字後反甫２８７１番地の１ほか

４筆とし、高崎市の条例、規則、その他の規定により、藤岡市及び高崎市の住民の利用に

供するものとし、施設の維持管理に要する経費は高崎市の負担とするというものでありま

す。 

 以上、簡単でありますが、提案説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 



議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７４号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７４号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７４号区域外の公の施設の設置について、本案は原

案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７４号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３０ 議案第１７５号 鬼石町の廃置分合による多野藤岡広域市町村圏振興整 

             備組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議につい 

             て 

     議案第１７６号 新町の廃置分合による多野藤岡広域市町村圏振興整備 

             組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について 

議  長（反町 清君） 日程第３０、議案第１７５号鬼石町の廃置分合による多野藤岡広域市町村

圏振興整備組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、議案第１７６号新町の

廃置分合による多野藤岡広域市町村圏振興整備組合からの脱退に伴う事務承継に関する協

議について、以上２件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。企画部長の登壇を願います。 

              （企画部長 荻野廣男君登壇） 

企画部長（荻野廣男君） 議案第１７５号は、鬼石町の多野藤岡広域市町村圏振興整備組合からの脱

退に伴う事務承継に関する協議について議会の議決を求めるものであります。 

 この協議は、平成１８年１月１日から鬼石町を廃し、その区域を藤岡市に編入する廃置



分合に伴い、多野藤岡広域市町村圏振興整備組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議

であります。 

 最初に、この事務承継の関係市町村議会の議決の根拠ですが、本年１月に多野藤岡広域

市町村圏振興整備組合規約を変更し、規約第１５条において「関係市町村の数の増減等に

伴う事務の承継については、議会の議決を経てする協議をもって定める。」との規定が追加

されました。これにより、組合からの脱退に伴う事務承継の取り扱いを関係市町村間にお

いて定めるものであります。既に組合の財産処分協議につきましては決定されていますが、

歳計現金については地方自治法第２３７条に規定する財産に含まれないため、この事務承

継の協議によりその取り扱いを定めるものです。また、組合が保有する公文書等について

も承継の方法をこの協議により定めるものであります。 

 内容ですが、第１項第１号において組合の平成１７年度一般会計交通災害共済事業特別

会計及び農業共済事業特別会計に属する鬼石町分の歳計現金については、鬼石町の廃置分

合後、藤岡市分として組合が承継するものとし、第２号において、組合の平成１７年度一

般会計に属する未納の事務費等の鬼石町負担金については、鬼石町の廃置分合後、藤岡市

がその債務を承継するとその取り扱いを定めるものです。また、第２項においては、公文

書等の承継の方法で、組合が保有する公文書等については組合が承継する旨、規定するも

のであります。 

 次に、議案第１７６号は、新町の多野藤岡広域市町村圏振興整備組合からの脱退に伴う

事務承継に関する協議について、議会の議決を求めるものであります。 

 この協議は、平成１８年１月２３日から群馬郡倉渕村、同郡箕郷町、同郡群馬町及び多

野郡新町を廃し、その区域を高崎市に編入する廃置分合に伴い、多野藤岡広域市町村圏振

興整備組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議であります。 

 最初に、この事務承継の関係市町村議会の議決の根拠ですが、本年１月に多野藤岡広域

市町村圏振興整備組合規約を変更し、規約第１５条において「関係市町村の数の増減等に

伴う事務の承継については、議会の議決を経てする協議をもって定める。」との規定が追加

されました。これにより、組合からの脱退に伴う事務承継の取り扱いを関係市町村間にお

いて定めるものであります。既に組合の財産処分協議につきましては決定されていますが、

歳計現金については地方自治法第２３７条に規定する財産に含まれないため、この事務承

継の協議によりその取り扱いを定めるものです。また、組合が保有する公文書等について

も承継の方法をこの協議により定めるものであります。 

 内容ですが、第１項において平成１７年度の歳計現金の取り扱い方法を定めるものであ

ります。第１号では、一般会計にかかる歳計現金については組合が承継すると定めるもの

でございます。第２号では、交通災害共済事業特別会計にかかる歳計現金は、廃置分合の



日の前日の歳計現金残高に９．８８％を乗じて得た額を廃置分合後、平成１８年２月末日

までに高崎市に承継すると定めるものでございます。この配分率９．８８％の根拠でござ

いますが、財産処分協議の際と同様に、過去の会費収入による案分を２分の１、収支比率

による案分を２分の１として加重平均により計算した率としたものでございます。 

 第３号では、農業共済事業特別会計にかかる歳計現金の業務引当金及び積立金について、

廃置分合の日の前日の歳計現金残高に勘定別に農作物共済のうち水稲については１．０

０％、農作物共済のうち麦については１．４２％、畑作物共済の蚕繭については０．３３％、

園芸施設共済については１．９７％、業務勘定については２．１３％をそれぞれ乗じて得

た額を廃置分合後、平成１８年２月末日までに高崎市に承継すると定めるものです。この

配分率の根拠でございますが、財産処分の協議の際に協議いたしましたように、業務勘定

につきましては、平成８年度から平成１５年度までの市町村負担金の加重平均割合とし、

それ以外の勘定につきましては、勘定別に平成６年度から平成１５年度までの過去１０年

間における事業規模点数の加重平均によって求めた新町の率でございます。なお、農業共

済事業における新町区域の未収金及び未払い金については、廃置分合後の高崎市が承継す

る旨、定めるものであります。 

 第２項において、公文書についてその承継の方法を定めるものであります。第１号では、

農業共済事業以外の組合が保有する公文書等については組合が承継する旨、規定し、第２

号では、農業共済事業にかかる新町区域の公文書等は廃置分合後の高崎市が承継し、それ

以外の公文書等については組合が承継する旨、規定し、第３号では、組合が承継する公文

書等で、廃置分合前の新町に関する公文書等については、高崎市からの求めに応じ、組合

がその写しを交付する旨、定めるものであります。 

 以上、簡単でありますが、提案説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１７５号鬼石町の廃置分合による多野藤岡広域市町村圏振興整備組合からの脱退

に伴う事務承継に関する協議について、これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７５号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ



りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７５号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７５号鬼石町の廃置分合による多野藤岡広域市町村

圏振興整備組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、本案は原案のとおり決

することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７５号は原案のとおり可決されま

した。 

 議案第１７６号新町の廃置分合による多野藤岡広域市町村圏振興整備組合からの脱退に

伴う事務承継に関する協議について、これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７６号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７６号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７６号新町の廃置分合による多野藤岡広域市町村圏

振興整備組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、本案は原案のとおり決す

ることに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 



議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７６号は原案のとおり可決されま

した。 

 暫時休憩いたします。 

                                   午後５時４分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後５時３５分再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３１ 議案第１７７号 新町の廃置分合による多野藤岡医療事務市町村組合か 

             らの脱退に伴う事務承継に関する協議について 

議  長（反町 清君） 日程第３１、議案第１７７号新町の廃置分合による多野藤岡医療事務市町

村組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。健康福祉部長の登壇を願います。 

              （健康福祉部長 吉澤冬充君登壇） 

健康福祉部長（吉澤冬充君） 議案第１７７号新町の廃置分合による多野藤岡医療事務市町村組合か

らの脱退に伴う事務承継に関する協議について、提案理由をご説明申し上げます。 

 この事務承継の関係市町村議会の議決の根拠につきましては、平成１７年１０月に多野

藤岡医療事務市町村組合の規約変更に関する協議について議決をいただきました。議決を

いただいた規約第１９条において「関係市町村の数の増減等に伴う事務の承継については、

関係市町村議会の議決を経てする協議をもって定める。」との規定が追加されました。これ

により、組合からの脱退に伴う事務承継の取り扱いを関係市町村間において定めるもので

あります。既に組合の財産処分協議につきましては決定されておりますが、歳計現金につ

いては地方自治法第２３７条に規定する財産に含まれないため、この事務承継の協議によ

りその取り扱いを定めるものです。 

 内容につきまして、第１項は公文書類について、第２項は組合に帰属する物品で貯蔵品・

事務備品等の財産処分に関する協議で定めた資産以外の物品について、第３項は歳計現

金・未集金・未払い金についてであります。また、第４項として、第１項から第３項以外

に発生した権利及び義務について定めております。なお、新町脱退後も組合は存続します

ので、これらの事務についてはすべて組合が承継する旨を定めるものであります。 

 以上、まことに簡単ですが、提案理由の説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご

決定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 



              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７７号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７７号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７７号新町の廃置分合による多野藤岡医療事務市町

村組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、本案は原案のとおり決すること

に賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立多数であります。よって、議案第１７７号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３２ 議案第１７８号 鬼石町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼石環境 

             衛生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議 

             について 

     議案第１７９号 新町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛 

             生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議に 

             ついて 

議  長（反町 清君） 日程第３２、議案第１７８号鬼石町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、

鬼石環境衛生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、議案第１７９号

新町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事務組合からの脱退に伴う事務承

継に関する協議について、以上２件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市民環境部長の登壇を願います。 

              （市民環境部長 有我亘弘君登壇） 



市民環境部長（有我亘弘君） 議案第１７８号鬼石町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼石環境

衛生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、ご説明申し上げます。 

 本協議は、平成１８年１月１日から鬼石町を廃し、その区域を藤岡市に編入する廃置分

合に伴い、藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する

協議であります。事務の承継につきましては、地方自治法施行令第５条第１項の規定によ

り、その区域が新たに属した地方公共団体がその事務を承継することになっていますが、

債権・債務・公文書、その他の権利及び義務は承継の区分を定めて複数の団体に振り分け

ることが困難な場合が多いことが予想されます。また、歳計現金は地方自治法第２３７条

第１項の財産に該当しないため、同法第７条第４項の財産にも該当しないこととなり、合

併に伴う財産処分の協議とは別に処分方法を協議しなければなりません。 

 このため、これらの処分の法的根拠として地方自治法施行令第２１８条の２の規定に基

づき、本年９月に藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事務組合の規約を変更し、規約第１８

条において「関係市町村の数の増減等に伴う事務の承継については、その都度議会の議決

を経てする協議をもって定める。」との規定が追加されました。これにより、組合からの脱

退に伴う事務承継の取り扱いを関係市町村間において定めるものであります。既に組合の

財産処分協議につきましては決定されていますが、歳計現金及び組合が保有する公文書等

について、規約第１８条に基づきこの事務承継の協議によりその取り扱いを定めるもので

す。 

 内容ですが、第１項において組合の平成１７年度一般会計に属する鬼石町分の歳計現金

については、鬼石町の廃置分合後、藤岡市分として組合が承継するものとし、第２号にお

いて、組合の平成１７年度一般会計に属する未納の鬼石町負担金については、鬼石町の廃

置分合後、藤岡市がその債務を承継するとその取り扱いを定めるものです。また、第２項

においては公文書等の承継の方法で、組合が保有する公文書等については組合が承継する

旨、規定するものであります。 

 続きまして、議案第１７９号新町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事

務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、ご説明申し上げます。 

 本協議は、平成１８年１月２３日から群馬郡倉渕村、同郡箕郷町、同郡群馬町及び多野

郡新町を廃し、その区域を高崎市に編入する廃置分合に伴い、藤岡、新町、吉井、鬼石環

境衛生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議であります。事務の承継につきま

しては、地方自治法施行令第５条第１項の規定により、その区域が新たに属した地方公共

団体がその事務を承継することとなっていますが、債権・債務・公文書、その他の権利及

び義務は承継の区分を定めて複数の団体に振り分けることが困難な場合が多いことが予想

されます。また、歳計現金は地方自治法第２３７条第１項の財産に該当しないため、同法



第７条第４項の財産にも該当しないこととなり、合併に伴う財産処分の協議とは別に処分

方法を協議しなければなりません。 

 このため、これらの処分の法的根拠として地方自治法施行令第２１８条の２の規定に基

づき、本年９月に藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事務組合規約を変更し、規約第１８条

において「関係市町村の数の増減等に伴う事務の承継については、その都度議会の議決を

経て協議することをもって定める。」との規定が追加されました。これにより、組合からの

脱退に伴う事務承継の取り扱いを関係市町村間において定めるものであります。既に組合

の財産処分協議につきましては決定されていますが、歳計現金及び組合が保有する公文書

等について、規約第１８条に基づきこの事務承継の協議によりその取り扱いを定めるもの

です。 

 内容ですが、第１項において、平成１７年度一般会計に属する新町分の歳計現金につい

ては、組合が承継するとその取り扱いを定めるものです。また、第２項においては公文書

等の承継の方法で、組合が承継する公文書等で、廃置分合前の新町に属する公文書等につ

いては、高崎市からの求めに応じ、組合がその写しを交付する旨、規定するものでありま

す。 

 以上、提案説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い

申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１７８号鬼石町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事務組合から

の脱退に伴う事務承継に関する協議について、これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７８号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７８号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 



議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７８号鬼石町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、

鬼石環境衛生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、本案は原案のと

おり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７８号は原案のとおり可決されま

した。 

 議案第１７９号新町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼石環境衛生事務組合からの

脱退に伴う事務承継に関する協議について、これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１７９号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１７９号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１７９号新町の廃置分合による藤岡、新町、吉井、鬼

石環境衛生事務組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、本案は原案のとお

り決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１７９号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３３ 議案第１８０号 鬼石町の廃置分合による多野郡町村会館管理組合から 

             の脱退に伴う事務承継に関する協議について 

     議案第１８１号 新町の廃置分合による多野郡町村会館管理組合からの 



             脱退に伴う事務承継に関する協議について 

議  長（反町 清君） 日程第３３、議案第１８０号鬼石町の廃置分合による多野郡町村会館管理

組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、議案第１８１号新町の廃置分合に

よる多野郡町村会館管理組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、以上２件

を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。企画部長の登壇を願います。 

              （企画部長 荻野廣男君登壇） 

企画部長（荻野廣男君） 議案第１８０号は、鬼石町の多野郡町村会館管理組合からの脱退に伴う事

務承継に関する協議について、議会の議決を求めるものであります。 

 この協議は、平成１８年１月１日から鬼石町を廃し、その区域を藤岡市に編入する廃置

分合に伴い、多野郡町村会館管理組合からの脱退に伴う事務承継に関して協議するもので

す。最初に、この事務承継の関係市町村議会の議決の根拠ですが、本年１０月に多野郡町

村会館管理組合規約を変更し、規約第１０条において「関係市町村の数の増減等に伴う事

務の承継については、議会の議決を経てする協議をもって定める。」との規定が追加されま

した。これにより、組合からの脱退に伴う事務承継の取り扱いを関係市町村間において定

めるものであります。既に組合の財産処分協議につきましては決定されていますが、歳計

現金については地方自治法第２３７条に規定する財産に含まれないため、公文書等も含め

てこの事務承継の協議によりその取り扱いを定めるものであります。 

 内容ですが、第１項において組合の平成１７年度一般会計に属する鬼石町分の歳計現金

については、鬼石町の廃置分合後、藤岡市分として組合が承継するものとし、第２項にお

いては、組合の所有する公文書等は組合が承継すると定めるものであります。 

 次に、議案第１８１号は、新町の多野郡町村会館管理組合からの脱退に伴う事務承継に

関する協議について、議会の議決を求めるものであります。 

 この協議は、平成１８年１月２３日から群馬郡倉渕村、同郡箕郷町、同郡群馬町及び多

野郡新町を廃し、その区域を高崎市に編入する廃置分合に伴い、多野郡町村会館管理組合

からの脱退に伴う事務承継に関して協議するものであります。最初に、この事務承継の関

係市町村議会の議決の根拠ですが、本年１０月に多野郡町村会館管理組合規約を変更し、

規約第１０条において「関係市町村の数の増減等に伴う事務の承継については、議会の議

決を経てする協議をもって定める。」との規定が追加されました。これにより、組合からの

脱退に伴う事務承継の取り扱いを関係市町村間において定めるものであります。既に組合

の財産処分協議につきましては決定されていますが、歳計現金については地方自治法第２

３７条に規定する財産に含まれないため、公文書等も含めてこの事務承継の協議によりそ

の取り扱いを定めるものであります。 



 内容ですが、第１項において平成１７年度一般会計に属する新町分の歳計現金は組合が

承継するものとし、第２項においては、組合の公文書等は組合が承継すると定めるもので

す。 

 以上、簡単でありますが、提案説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１８０号鬼石町の廃置分合による多野郡町村会館管理組合からの脱退に伴う事務

承継に関する協議について、これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８０号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８０号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８０号鬼石町の廃置分合による多野郡町村会館管理

組合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、本案は原案のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８０号は原案のとおり可決されま

した。 

 議案第１８１号新町の廃置分合による多野郡町村会館管理組合からの脱退に伴う事務承

継に関する協議について、これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 



              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８１号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８１号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８１号新町の廃置分合による多野郡町村会館管理組

合からの脱退に伴う事務承継に関する協議について、本案は原案のとおり決することに賛

成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８１号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３４ 議案第１８２号 群馬県六市自転車競走組合の解散に関する協議につい 

             て 

     議案第１８３号 群馬県六市自転車競走組合の解散に伴う財産処分に関 

             する協議について 

     議案第１８４号 群馬県六市自転車競走組合の規約変更に関する協議に 

             ついて 

議  長（反町 清君） 日程第３４、議案第１８２号群馬県六市自転車競走組合の解散に関する協

議について、議案第１８３号群馬県六市自転車競走組合の解散に伴う財産処分に関する協

議について、議案第１８４号群馬県六市自転車競走組合の規約変更に関する協議について、

以上３件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。経済部長の登壇を願います。 

              （経済部長 戸川静夫君登壇） 

経済部長（戸川静夫君） 議案第１８２号群馬県六市自転車競走組合の解散に関する協議について、

議案第１８３号群馬県六市自転車競走組合の解散に伴う財産処分に関する協議について、

議案第１８４号群馬県六市自転車競走組合の規約変更に関する協議について、一括ご説明



申し上げます。 

 最初に、群馬県六市自転車競走組合の解散について、同組合の構成する関係市と協議の

上、定めることについて議会の議決を求めるものでございます。内容につきまして申し上

げますと、昭和３３年１１月より、まちづくりの関連財源の確保を目的として自転車競走

を施行してまいりましたが、同組合につきまして平成１６年度を最後に競輪事業から撤退

し、事業を廃止するため、同組合を平成１８年２月１５日をもって解散するものでござい

ます。 

 次に、解散に伴う財産処分について、前議案同様に議会の議決を求めるものでございま

す。内容につきましては、同組合の財産である同組合財政調整基金について、均等の割合

で各組織団体に帰属させるものでございます。 

 最後に、解散に伴う事務の承継について、同組合の規約の一部を変更する必要が生じた

ため、前議案同様に議会の議決を求めるものでございます。内容につきまして申し上げま

すと、同組合の解散に伴う事務の承継について、歳計現金は均等割合で各組織団体が承継

し、公文書類及びその他権利義務は、組合の解散の日において管理者の属する市が承継す

ることを定めるものでございます。 

 以上、３議案の提案説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１８２号群馬県六市自転車競走組合の解散に関する協議について、これより質疑

に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８２号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８２号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 



議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８２号群馬県六市自転車競走組合の解散に関する協

議について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８２号は原案のとおり可決されま

した。 

 議案第１８３号群馬県六市自転車競走組合の解散に伴う財産処分に関する協議について、

これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８３号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８３号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８３号群馬県六市自転車競走組合の解散に伴う財産

処分に関する協議について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８３号は原案のとおり可決されま

した。 

 議案第１８４号群馬県六市自転車競走組合の規約変更に関する協議について、これより

質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 



議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８４号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８４号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８４号群馬県六市自転車競走組合の規約変更に関す

る協議について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８４号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３５ 議案第１８５号 群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議に 

             ついて 

議  長（反町 清君） 日程第３５、議案第１８５号群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関す

る協議についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。企画部長の登壇を願います。 

              （企画部長 荻野廣男君登壇） 

企画部長（荻野廣男君） 議案第１８５号群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関する協議につい

て、ご説明申し上げます。 

 本議案は、平成１７年１０月１日から月夜野町、水上町及び新治村が廃され、その区域

をもってみなかみ町が設置されたことに伴い、月夜野町、水上町及び新治村が合併の日の

前日をもって群馬県市町村会館管理組合から脱退し、新設されたみなかみ町が合併の日か

ら組合に加入したことにより、組合規約の別表中から月夜野町、水上町及び新治村の記述

を削除するものであります。 

 以上、簡単でありますが、提案説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 



              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８５号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８５号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８５号群馬県市町村会館管理組合の規約変更に関す

る協議について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８５号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３６ 議案第１８６号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議に 

             ついて 

議  長（反町 清君） 日程第３６、議案第１８６号群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す

る協議についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長の登壇を願います。 

              （総務部長 白岩民次君登壇） 

総務部長（白岩民次君） 議案第１８６号群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議につい

て、ご説明申し上げます。 

 本件は、組合規約の変更について地方自治法第２８６条第１項の規定により、組織団体

において協議の上、定めることについて議会の議決を求めるものであります。第１条は、

平成１８年１月１日から鬼石町が廃され、藤岡市に編入され、また、「藤岡、新町、吉井、

鬼石環境衛生事務組合」の名称が「藤岡、新町、吉井環境衛生事務組合」と変更されるた

めの改正であります。次に、第２条は、平成１８年１月２３日から倉渕村、箕郷町、群馬



町及び新町が廃され、その区域が高崎市に編入され、「藤岡市・新町ガス企業団」の名称が

「藤岡市・高崎市ガス企業団」に、「藤岡、新町、吉井環境衛生事務組合」の名称が「藤岡、

吉井環境衛生事務組合」に、「榛名倉渕火葬場組合」の名称が「榛名町及び高崎市火葬場組

合」に変更されるための改正であります。 

 次に、第３条は、平成１８年２月２０日から渋川市、北橘村、赤城村、子持村、小野上

村及び伊香保町の合併及び渋川地区医療事務組合の解散による改正であります。次に、第

４条は、平成１８年３月１８日から安中市及び碓氷郡松井田町の合併、安中松井田医療事

務組合、安中松井田衛生施設組合及び碓氷上水道企業団の解散による改正であります。次

に、第５条は、平成１８年３月２７日から勢多郡東村、新田郡笠懸町及び山田郡大間々町

の合併によるみどり市の設置、渡良瀬水道企業団と阿左美水園競艇組合の解散、桐生市外

六箇町村医療事務組合の名称変更、富岡市及び妙義町の合併、吾妻郡東村及び吾妻町の合

併により改正するものであります。 

 そのほか水防法及び土砂災害警戒地域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律

の一部を改正する法律により、水防法の条の移動が生じたため、改正するものであります。 

 以上、提案説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い

申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８６号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８６号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８６号群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す



る協議について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８６号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３７ 議案第１８７号 市道路線の認定について 

議  長（反町 清君） 日程第３７、議案第１８７号市道路線の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。都市建設部長の登壇を願います。 

              （都市建設部長 須川良一君登壇） 

都市建設部長（須川良一君） 議案第１８７号市道路線の認定について、ご説明申し上げます。 

 今回ご提案申し上げます市道路線の認定は、１件１路線でございます。市道６７２８号

線でございますが、藤岡市道路受け入れ基準に基づき市が寄附を受けた道路であります。

以上、１件１路線を管理していくに当たり、路線認定する必要がありますので、議会の議

決をお願いするものであります。 

 慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８７号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８７号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８７号市道路線の認定について、本案は原案のとお

り決することに賛成の方の起立を求めます。 



              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８７号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３８ 議案第１８８号 平成１７年度藤岡市一般会計補正予算（第３号） 

議  長（反町 清君） 日程第３８、議案第１８８号平成１７年度藤岡市一般会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長の登壇を願います。 

              （市長 新井利明君登壇） 

市  長（新井利明君） 議案第１８８号平成１７年度藤岡市一般会計補正予算（第３号）について、

ご説明申し上げます。 

 今回の補正は、第１条で示しましたとおり歳入歳出それぞれ４億６，２２２万３，００

０円を追加し、１８４億８，９９０万円とするものであります。当初予算と比較しますと

６．０％の伸びとなっております。次に、第２条の債務負担行為でありますが、第２表の

とおり、追加として指定管理者の指定にかかるものとして、ららん藤岡指定管理委託費ほ

か４件、そのほかのものとしてごみ収集業務委託費の１件であります。また、第３条の地

方債でありますが、第３表のとおり、追加として民間保育所施設整備事業の１件、変更と

して市道１１２号道路改良事業の１件であります。なお、今回の補正では、合併に伴う準

備経費を計上するとともに、厳しい財政状況を踏まえ、限られた財源を重点的、効率的に

配分いたしました。 

 細部につきましては助役より説明いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 助役。 

              （助役 関口 敏君登壇） 

助  役（関口 敏君） 最初に、事項別明細について歳出から主なものをご説明申し上げます。 

 第２款総務費では、第１項総務管理費、第３目事務管理費の合併に伴うＯＡ機器借り上

げ料等で２，２５４万８，０００円を追加、第３款民生費では、第１項社会福祉費、第１

目社会福祉総務費の社会福祉協議会交付金で１，０００万円、第２目身体障害者福祉費の

身体障害者施設訓練等支援費等で８３９万３，０００円をそれぞれ追加、第２項児童福祉

費、第１目児童福祉総務費の民間保育所施設整備費補助金で１億２，０７２万９，０００

円を追加、第３項生活保護費、第２目扶助費の生活保護扶助費等で３，２４７万４，００

０円を追加。 

 第７款商工費では、第１項商工費、第１目商工総務費の六市自転車競走組合事業撤退負

担金で１億９，９５０万円を追加、第８款土木費で第２項道路橋梁費、第４目市道１１２



号道路改良事業費の道路改良工事費等で３，０００万円を減額、第４項都市計画費、第６

目公共施設管理費の市民体育館屋根防水改修費工事で３，７００万円を追加、第１０款教

育費では、第７項保健体育費、第２目学校給食センター運営費の学校給食センター特別会

計繰出金で１，４３６万２，０００円を追加するものであります。 

 続きまして、今回の補正財源となります歳入の主なものを申し上げます。第１０款地方

交付税では、地方交付税で１億２，４９９万７，０００円を追加、第１４款国庫支出金で

は、生活保護費国庫負担金で２，４３５万５，０００円、次世代育成支援対策施設整備費

国庫交付金で８，０４８万６，０００円をそれぞれ追加、第１９款繰越金では、前年度繰

越金で２億５８８万円を追加、第２１款市債では、市道１１２号道路改良事業債で２，５

２０万円を減額、民間保育所施設整備事業債で３，２１０万円を追加するものであります。 

 続きまして、債務負担行為についてご説明申し上げます。指定管理者の指定にかかわる

ものとしては、指定管理者の指定の議決をされた、ららん藤岡ほか４施設の指定管理委託

費について債務負担行為の設定をするものであります。債務負担行為の内容でありますが、

ららん藤岡指定管理委託費として、平成１８年度２，０００万円、藤岡中央児童館指定管

理委託費として、平成１８年度８５０万円、藤岡市ゆったり館指定管理委託費として、平

成１８年度１，３００万円、藤岡市福祉作業所及び藤岡市心身障害者デイサービスセンタ

ー指定管理委託費として、平成１８年度３，９４０万円、藤岡市民プール指定管理委託費

として、平成１８年度９，０００万円をそれぞれ限度額とするものであります。 

 その他のものとしては、ごみ収集業務について、平成１７年度中に入札を行うため、債

務負担行為を設定するものであります。債務負担行為の内容でありますが、ごみ収集業務

委託費として平成１８年度から平成２３年度までの６年間で５億４，４９５万円を限度額

とするものであります。 

 以上が説明の要旨であります。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

 茂木光雄君。 

９  番（茂木光雄君） ２６４ページの知的障害者福祉事業の、いわゆる通勤寮支援費の２１０万

円についてちょっとお伺いしますけれども、通勤寮というのは藤岡市にはないとは思いま

すけれども、これの支援費の内訳、何名でどういうところの施設に出ているのか。 

 それと、もう１点、ちょっと私が聞き漏らしたかと思うのですけれども、２７３ページ

の運動施設の管理事業で施設改修工事の３，７００万円、これをもう少し詳しく説明して

いただきたいと思います。以上２点、お願いします。 



議  長（反町 清君） 都市建設部長。 

              （都市建設部長 須川良一君登壇） 

都市建設部長（須川良一君） お答えをさせていただきます。 

 施設等改修工事３，７００万円の補正でございます。これは市民体育館、この体育館は

昭和６３年４月１日に供用開始されまして、現在までに約１７年と７カ月経過しています。

年数とともに屋根材の老朽化が進んで、平成１３年ごろから雨漏りが認められています。

そういうことで年数が経つごとに雨漏りの程度が増加してきましたので、このままいくと

競技の運営や利用者に大変支障を来すということになりますので、今回補正をお願いして、

新年度早々いろいろな大会が計画されておりますので、安心して利用できるようにしたい

と考えております。 

 以上でございます。 

議  長（反町 清君） 健康福祉部長。 

              （健康福祉部長 吉澤冬充君登壇） 

健康福祉部長（吉澤冬充君） ２６５ページになりますか、通勤寮支援費でございますけれども、当

初予算では８人を計上いたしましたけれども、２人対象者が増えました。１０名の分をお

願いしております。授産施設を退所後、就労している者を職場に通勤させながら生活指導

を行うということで、藤岡市の該当者が２人増えたということでございます。 

議  長（反町 清君） 茂木光雄君。 

９  番（茂木光雄君） それでは、この通勤寮の支援費というのは個人に対して支給を、本人の申

請に基づいて支給をしているという形の解釈でよろしいわけですね。本来、この就労して

いる知的障害者が一定期間どこか寮に入って、そこから働く所へ行っているというふうに

考えますけれども、そういったものが藤岡市になくてもどこかの、例えば吉井町の青雲寮

とか、いろいろな所に入られている方が仕事に使うための費用が２人増えてこういう形に

なったという解釈でよろしいわけですよね。 

 それと今、工事請負費で体育館の雨漏り改修工事というふうにありますけれども、関連

しますけれども、前に市の野球場の水漏れ対策という形の中で、その辺についてはどうで

すか。その後、対策等が講じられてきたのでしょうか、その２点、お願いいたします。 

議  長（反町 清君） 健康福祉部長。 

健康福祉部長（吉澤冬充君） 授産施設は既に退所しておりますので、自宅等から就労している人た

ちに職場に通勤させながら生活指導ということでございます。 

議  長（反町 清君） 都市建設部長。 

都市建設部長（須川良一君） お答えさせていただきます。 

 野球場の屋根の関係ですけれども、その後、何回となく試験したり、いろいろやってお



ります。そういった中で、やっと大体の位置が決定されまして、その処置を今、している

ところでございます。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 斉藤千枝子君。 

５  番（斉藤千枝子君） ２６６ページの民間保育所補助事業の１億２，０７２万９，０００円に

ついて、詳しくお願いいたします。 

議  長（反町 清君） 健康福祉部長。 

              （健康福祉部長 吉澤冬充君登壇） 

健康福祉部長（吉澤冬充君） １億２，０７２万９，０００円の内訳でございますけれども、歳入の

方にもございましたけれども、国からの交付金、例えばひかり保育園で８，９８１万８，

０００円、これは２年分割になっておりますので、２分の１の４，４９０万９，０００円、

それと地方財政措置というものがちょっと見えなくなってしまいました。この部分を市で

肩がわりしております２，２４５万４，０００円、これを足した部分がひかり保育園、つ

くしんぼ保育園は、先ほどの交付金で国の部分が７，１１５万４，０００円、２年継続で

すので２分の１にして３，５５７万７，０００円、それと地方財政措置部分の市分が１，

７７８万９，０００円、この両方を足しまして１億２，０７２万９，０００円という数字

になっております。 

 以上でございます。 

議  長（反町 清君） 斉藤千枝子君。 

５  番（斉藤千枝子君） これに関して国からの財政支援ですが、今の話ですと２年分割というこ

とで来年も同じ額が上がってくるということなのでしょうか。 

議  長（反町 清君） 健康福祉部長。 

健康福祉部長（吉澤冬充君） ２年継続事業をちょうど２分の１ずつですので、来年も同じ額で計上

されます。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 佐藤淳君。 

８  番（佐藤 淳君） ２５１ページの債務負担行為の補正について、いよいよ言ってきたことを

実現していただけそうなのですけれども、限度額ということで５億４，４９５万円の債務

負担ということであります。この金額の詳細、６年間で５億４，４９５万円ということな

のですけれども、この辺もう少し詳細な部分について説明をお願いいたします。 

 それから、当然のことながら、これは６年間ということになると、塵芥車は特殊車両だ

からその辺の減価償却等も含めて６年間という説明を前も受けていたような記憶があるの

ですけれども、そういうことでよろしいのか。そういうことになると、その辺の入札資格



だとか、あるいは入札後の契約条項だとかの問題がいろいろ出てくると思うのですけれど

も、あくまでも翌年度、いろいろな状況が変化することによって、この辺の契約の条件が

変わってくるのかということもあるのですけれども、その辺についてもどういう契約内容

でいくのか。 

 それから、地方自治法を見ると、「契約の当該金額について、減額または削除があった場

合は、当該契約は解除する旨の条件を付した場合は債務負担行為とする必要はないものと

解する。」ということも書いてあるのだけれども、この辺が契約の中でどういうふうに取り

扱われてくるのか、このことがちょっと私には今すぐぴんと理解できないのですけれども、

その辺について執行部はどういう理解のもとでこの債務負担行為を起こして、どういう契

約内容でいくのか、その辺について答弁をお願いいたします。 

議  長（反町 清君） 暫時休憩いたします。 

                                   午後６時２７分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後６時３３分再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

              （市民環境部長 有我亘弘君登壇） 

市民環境部長（有我亘弘君） １点目のこの債務負担行為の額の関係でございますけれども、このも

のにつきましては６年間のものであるわけでございます。積み上げをしまして、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｅ、Ｆ、Ｇのこの地区の原価方式により積み上げした数値の総額がこのものに当たる

わけでございます。 

 ２点目の入札資格と言われることにつきましては、起工伺いの後につきましては総務部

契約検査課の方でお願いをしていきたい、こういうふうに思っているわけでございますが、

指名につきましては藤岡市及び鬼石町に本社を置く許可業者及び藤岡市、鬼石町に住所を

有する業者を考えているということで、総務部の方とも協議をしてまいりたいというふう

に思っております。 

 契約状況の関係でございますけれども、この件につきましてはごみの増減があるのでは

なかろうかというような点があるわけでございますが、ごみの量につきましては毎回毎回

計測をしているわけでございます。想定されている量につきましても示しているわけでご

ざいますので、それが変われば契約の中で変更をしてまいりたいというふうに思っており

ます。 

 それと、削減等の扱いでございますが、先ほど申し上げましたが、ごみの量につきまし



ては増減の関係についてうたっていきたい。また、それ以外の燃料費関係につきましても

著しい変化があればその辺についても契約の中でうたっていきたいというふうに思ってお

ります。 

議  長（反町 清君） 佐藤淳君。 

８  番（佐藤 淳君） その入札資格なのだけれども、今、部長の話だと契約検査課でこれからい

ろいろな条件を詰めてもらうのだというのだけれども、そうなると話がおかしくて、きち

んと積算した結果、この数字が出てきたわけだ。そうすると６年間の、以前もこのことに

ついてはいろいろ議論があったけれども、塵芥車で特別な車両で、したがって６年間は減

価償却が、通常なら５年なのだけれども、特別な車両だからさらに１年延ばして６年間で

見てやるのだという説明を受けていたのだけれども、今回、何地区かに分けて全部入札す

る。その減価償却費も当然その設計をしていく中で見ているということになると、これは

入札資格だって、確実に新車を全部のところが条件で前提になってくるわけでしょう。新

たに参入する人は持っていなくても、前からやっている人は今の車でも使って、またそれ

を６年間で減価償却費を見るというのはおかしいですよ。 

 したがって、入札に参加する資格は、条件がどういうことなのですか。みんな同じ条件

でそれぞれが入札に参加できるのでしょうね、と私は聞いているので、それがみんな違っ

ているということになると随分不公平だというふうに感じるのだけれども、もう一度よく

その辺をわかりやすく答弁してくれませんか。これから全部入札資格を契約検査課が決め

るのだなんていうのはおかしくて、では何でこの数字が出てきたのですかということにな

ってしまうのだけれども、いま一度よく説明してくれませんか。 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

市民環境部長（有我亘弘君） まず、新車で対応していくのかと、６年間ということの中であるかと

いうことでございますけれども、１１月７日にご説明した中でも収集運搬車両については

専用の車両を確保していくのだということで、絶対に新車でなければならないということ

ではないということでございます。 

 あとの入札資格につきましては、先ほど申し上げましたけれども、藤岡市及び鬼石町に

住所を有する一般廃棄物運送の許可を取っておられる、こういう業者がその資格を有して

いるのではなかろうか、こういうふうに思っております。 

議  長（反町 清君） 佐藤淳君。 

８  番（佐藤 淳君） 何か私にはよく理解できないのですよ。私が入札資格と言ったから悪いの

かもしれない。入札条件、いわゆるみんな同じ条件でなければ変な話ではないですか。い

わゆる専用の車なら、塵芥車ならどんな古くても何だっていいのだと、けれども、ここに

債務負担行為を発生させているのだから６年間契約するのだ、その一番大きな原因は塵芥



車という特殊な車両を購入させてこの仕事を責任持ってしていただくのだから、したがっ

て６年間きちんとある種の契約の期間を見てあげるのだ、そういう意味なのでしょう。そ

うすると、もしそれが違うのだとすればこの積算の根拠はどこにあるのですか。 

 私は車が幾らするか知りませんけれども、仮に１，０００万円する、これを６年間で償

却していくのだ、その部分もきちんと見ているから、この地区については６年間で幾らの

契約になるのですよ、あるいは契約の中でその都度その都度ごみの量だとか何かについて

は若干の調整はさせてもらう、したがって、その契約の条件がどうだということも私は聞

きたかった。そうすると、全く不公平ではないですか。では、何のために６年間の減価償

却費を積算の中で見積もったのですか。こんなことはもう３年も議論しているのですよ。

ここの場所ではなくて予算特別委員会等でかなり何年もやってきている。まだそんなこと

もはっきり明快にこの場で答弁できないのですか。だから、みんなが今、部長の答弁を聞

いてあきれている。 

 もう３回目の質問だからこれ以上何か言うことは私にはできないのだけれども、もう少

し、何年もかかって議論してきたことが、明快にきちんとこういうことでやらせていただ

くのだというものが何で執行部はきちんと答弁できないのですか。もう一度きちんと、議

員の皆さんが、ああそういうことでわかった、納得だよというふうにきちんと答弁ができ

ないのですか。そのことについてきちんと答弁してくれませんか。どういうことで、どう

いう契約で、どういう条件で、どういう資格で、どういう契約内容で、したがってこの５

億４，４９５万円という債務負担を認めていただきたいのだというふうに言ってくれない

と、またわけがわからなくなってしまいますよ。きちんとそのことについて明快に答弁し

てください。 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

市民環境部長（有我亘弘君） 確かに積算の中には車両費を６カ年ということの中で見てあるわけで

ございます。そういうことの中で、議員説明会のときにも申し上げましたが、収集運搬車

両については専用の車両を確保し、やっていきたいと、そういうものにつきましては債務

負担行為の限度額ではそういうのはありますけれども、そういうものの中でいかに安く、

また競争をしていく中で安い金額でできるかという、そういうことの中で競争してもらっ

て経費を削減できる、そういうことの中でこういうものとしたものでございます。 

議  長（反町 清君） 暫時休憩いたします。 

                                   午後６時４５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後６時５７分再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 



     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

市民環境部長（有我亘弘君） 先ほどは失礼いたしました。収集運搬車両の扱いにつきましては、入

札のときの同じ条件ということの中で、平成１８年度の当初から新規の購入ということで

６年間使うということの中で、同一条件で進めさせていただきます。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 冬木一俊君。 

１ ２ 番（冬木一俊君） 議案第１８８号について質疑をさせてもらいます。ただいまの佐藤議員の

方の関連なのですけれども、ごみ収集業務委託費、６年間で５億４，４９５万円というこ

とで、平成１７年度から入札ということで今、お聞きしましたが、それでは、この事業に

新規参入を考えている、先ほど説明があった藤岡市、鬼石町に本社を持つ会社ですが、新

規の参加条件をすべて挙げていただきたいというふうに思います。 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

              （市民環境部長 有我亘弘君登壇） 

市民環境部長（有我亘弘君） 業者の指名の条件ということの中で、藤岡市及び鬼石町に住所を置く

業者ということでございますが、現在１６社あるというふうに思っております。入札資格

の基準でございますけれども、１つにつきましては、受託者が業務を遂行するに足りる施

設・人員・財政的基礎を有し、かつ受託しようとする業務の実態に関し、相当の経験を有

するものであること、あと１つにつきましては、市町村の委託を受けて一般廃棄物の収集

または運送を業として行うということの中でございますけれども、先ほど申し上げました

藤岡市及び鬼石町に住所を有する方を考えております。 

議  長（反町 清君） 暫時休憩いたします。 

                                   午後７時休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後７時３分再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

市民環境部長（有我亘弘君） 入札資格要件でございますが、藤岡市及び鬼石町内に本社を置く一般

廃棄物収集運搬業者（会社）でございます。 

議  長（反町 清君） 冬木一俊君。 

１ ２ 番（冬木一俊君） すべて挙げてくれということなのだけれども、今の答弁を聞いていますと

３つぐらいしか具体的には答えてもらえなくて、そういう参加資格を持っている業者が執



行部の方の資料によると１６社いる、そういったことでいいのですか。その中からそのす

べての業者を指名業者に入れて債務負担行為でやるという考えでよろしいのですか。 

 それと、最低限の入札価格、そういったものを設けるということなのですけれども、そ

れは競争の原理、安定してごみの収集をやっていただくと、そういったものをどちらなの

か、あわせてお聞かせ願います。安ければ安いほどいいという考え方でやるのか、最低限

この仕事を受注したからには責任を持って６年間業務を遂行していただきたいと、どちら

なのか、お伺いをしているわけでございます。 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

市民環境部長（有我亘弘君） 安ければ安いほど、どういう価格でもということと、受託される業務

の遂行を優先させるかということかと思いますが、ごみ収集委託でございますので、受託

業務を遂行することが優先で、その者につきましては業務の遂行の適正化を重視している

という考え方でございます。 

議  長（反町 清君） 冬木一俊君。 

１ ２ 番（冬木一俊君） 市民環境部長の方には、なぜこの時期に債務負担行為の補正を上げてくる

かということをもう１回少し考えていただきたい。これは私たちの聞いているところであ

りますけれども、新年１月１日に鬼石町と合併になる、それで４月１日からはきちんとし

た形でもう１回見直した中で、改めてスタートラインにすべて戻って、原点に返ってこの

ごみ収集委託を行う、業者選定も含めて、地区の見直しも含めてやりましょうということ

が原点なのだから、これをきちんと債務負担行為として上げてきた意義をもう少し、この

議会が、佐藤議員の質問ではありませんけれども、聞いていることと今ここで答弁したこ

とが先ほどはちょっと違って、議会が少し、私たちも聞いているのがちょっとわからなく

なってきた部分もあるので、これこれこうだから、こういうことが必要だから今回この補

正で債務負担行為を議会の皆様にお願いしたいと、もう少し執行部の方で詰めてきちんと

上げてくるように今後していただけませんか。 

 それと、そういったことで公の場で今、皆さんが、市民環境部長の方がそういうことを

言っているのだから、私はこれを信じますよ。きちんと適正に公平公正にやっていただき

たいというふうに思うのですが、市民環境部長、あわせて市長の見解を伺います。 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

市民環境部長（有我亘弘君） 議員がおっしゃるとおり、合併を契機といたしましてきちんとまた整

理をしていくということの中で、公平公正な取り扱いに努力してまいりたいというふうに

思っております。 

議  長（反町 清君） 市長。 

              （市長 新井利明君登壇） 



市  長（新井利明君） ただいま市民環境部長が答えましたけれども、今までの議会に対しまして

いろいろ約束もしてまいりました。入札制度を取り入れてしっかりと藤岡市、また新たに

鬼石町を含めた中で公明公正な入札制度を取り入れて発注していきたいというふうに思っ

ております。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 青栁正敏君。 

１ ７ 番（青栁正敏君） このごみ収集運搬業務の委託、この入札についてちょっとお聞きしたいの

ですけれども、最低制限価格というようなこの制限価格割れ、こういうものが発生する、

業務を円滑な形で遂行していただきたいというようなことの考えの中でそういったものを

設定するわけですけれども、これにはそれぞれ参加する会社が独自の努力というものがあ

って、できるかどうかという、それを審査する機関があってもいいのではないかというふ

うに思うのです。 

 執行部側が最低制限価格の設定というような、そういう帳簿上といいますか、発注側の

数字だけでなく、やはりそれに参加する会社が、私のところはこういう形でするから安価

でもこの業務はちゃんとできるのだというような、そういうようなものがあるとすれば、

そういった会社に出すということも考えていかなければならないのかというふうに思いま

すけれども、そういった審査会のようなものを設置し、制限価格割れに対しては一応検討

をするという体制があってもよいのではないかというふうに思うわけですけれども、この

点についてどのような考えをお持ちなのか、お聞かせ願いたいと思います。 

議  長（反町 清君） 市民環境部長。 

              （市民環境部長 有我亘弘君登壇） 

市民環境部長（有我亘弘君） 私の方で今、考えておりますことにつきましては最低制限価格、委託

料が受託業務を遂行するに足りる額ということで、それらにつきましても原価計算に基づ

きましてやっているということの中で大切なことで、その必要性があるということでござ

いますが、それを価格の下のものにつきましてそういう検討委員会ということでございま

すけれども、今、私の方とするならば、今の段階ではそういうもので対応するという考え

方はございません。 

議  長（反町 清君） 青栁正敏君。 

１ ７ 番（青栁正敏君） 入札の公正化とか、いろいろなことがありますけれども、やはり入札の意

義というものからいけば、より安く、また内容においては変わらずというようなことで、

その企業努力によって、これはこのごみ収集委託業務だけでなく、他の事業においてもそ

ういったことが言えるのではないかと思います。自分の会社でこういった努力ができる、

人にはわからない中の自分の会社独特の努力方法があるという、これを認めて、そういっ



たことを市に反映させるという、この姿勢を持つべきではないかというふうに思います。

そういった特別審査会なりをやはり立ち上げて、こういった努力する会社に光が当たるよ

うな、そういった体制を市は敷くべきではないかというふうに思いますが、その点につい

てもう一度できれば市長の考え方をお聞かせ願いたいと思います。 

議  長（反町 清君） 市長。 

              （市長 新井利明君登壇） 

市  長（新井利明君） ただいまのご指摘でございますが、審査会というような制度をつくってや

るということはありません。ただし、やはり企業でございますので、しっかり努力してほ

しいというふうには思っております。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８８号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８８号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８８号平成１７年度藤岡市一般会計補正予算（第３

号）、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立多数であります。よって、議案第１８８号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第３９ 議案第１８９号 平成１７年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補 

             正予算（第２号） 

議  長（反町 清君） 日程第３９、議案第１８９号平成１７年度藤岡市国民健康保険事業勘定特



別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市民環境部長の登壇を願います。 

              （市民環境部長 有我亘弘君登壇） 

市民環境部長（有我亘弘君） 議案第１８９号平成１７年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補

正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。 

 今回の補正は、第１条に示しましたとおり、歳入歳出それぞれ５，５８３万１，０００

円を追加し、総額を５１億５５８万４，０００円とするものであります。予算の総額では、

当初予算と比較しますと今回の補正を含め１．１％の伸びとなっております。 

 次に、事項別明細について歳出からご説明申し上げます。 

 第４款介護納付金、第１項介護納付金において５，４５２万円を、第９款諸支出金、第

１項償還金及び還付加算金では１３１万１，０００円をそれぞれ追加するものであります。

介護納付金は、保険者が納付すべきものとして診療報酬支払基金へ納付するものであり、

諸支出金において平成１６年度療養給付費等国庫負担金の精算により、超過交付されるも

のを国庫へ返還するものであります。 

 続きまして、今回の補正財源となります歳入についてご説明申し上げます。 

 第２款国庫支出金では、第１項国庫負担金で２，１８０万８，０００円を、第７款繰入

金、第２項基金繰入金から３，４０２万３，０００円をそれぞれ追加するものであります。 

 以上が説明の要旨でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上

げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１８９号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１８９号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 



              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１８９号平成１７年度藤岡市国民健康保険事業勘定特

別会計補正予算（第２号）、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１８９号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第４０ 議案第１９０号 平成１７年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予 

             算（第２号） 

議  長（反町 清君） 日程第４０、議案第１９０号平成１７年度藤岡市介護保険事業勘定特別会

計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。健康福祉部長の登壇を願います。 

              （健康福祉部長 吉澤冬充君登壇） 

健康福祉部長（吉澤冬充君） 議案第１９０号平成１７年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第２号）について、説明を申し上げます。 

 今回の補正は、指定管理者の指定の議決をされた藤岡市高齢者自立センターの指定管理

委託費について、債務負担行為を設定するものであります。債務負担行為の内容ですが、

平成１８年度１，８００万円を限度とするものであります。なお、高齢者自立センター管

理運営事業は、現在、一般会計において実施しておりますが、平成１８年度からは介護保

険事業勘定において実施する予定であるため、今回、介護保険特別会計の補正を行うもの

であります。 

 以上が説明の要旨であります。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１９０号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ



りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１９０号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１９０号平成１７年度藤岡市介護保険事業勘定特別会

計補正予算（第２号）、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立多数であります。よって、議案第１９０号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第４１ 議案第１９１号 平成１７年度藤岡市学校給食センター特別会計補正予 

             算（第１号） 

議  長（反町 清君） 日程第４１、議案第１９１号平成１７年度藤岡市学校給食センター特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。教育部長の登壇を願います。 

              （教育部長 中島道夫君登壇） 

教育部長（中島道夫君） 議案第１９１号平成１７年度藤岡市学校給食センター特別会計補正予算（第

１号）について、ご説明申し上げます。 

 今回の補正は、第１条で定めてありますように歳入歳出それぞれ１，４３６万２，００

０円を追加し、総額５億２３万３，０００円とするものです。当初予算と比較しますと２．

９％の伸びとなっております。 

 これより事項別明細について歳出から主なものをご説明申し上げます。 

 第１款総務費では、第１項総務管理費、第２目小学校運営費の工事請負費で６０９万円、

第３目中学校運営費の合併に伴う備品購入費等で８２７万２，０００円を追加するもので

あります。 

 続きまして、今回の補正財源となります歳入についてご説明申し上げます。 

 第２款繰入金、一般会計繰入金で１，４３６万２，０００円を追加するものでございま

す。 

 次に、第２条の債務負担行為についてご説明申し上げます。第２表のとおり、追加とし

て第一調理場給食配送業務委託費ほか１件でございます。債務負担行為の内容であります



が、給食配送業務について平成１７年度中に入札を行うため、平成１８年度から平成２３

年度までの６年間で、第一調理場給食配送業務委託費として１億７７０万円、第二調理場

給食配送業務委託費で１億９１０万円をそれぞれ限度額とするものであります。 

 以上が説明の要旨でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上

げます。 

議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

 湯井廣志君。 

４  番（湯井廣志君） ２９２ページの債務負担行為に関して質問をいたします。 

 この関係は、第一調理場・第二調理場で１億７７０万円と１億９１０万円、この２つを

６年間かけて委託するということでございますけれども、先ほどのごみと違いまして、現

在、鬼石町は職員が配送業務をしている。今回この給食の関係、現在、藤岡市では小学校・

中学校、小学校が３人で３台、中学校が２人で２台、小学校が１，５９９万円、中学校が

１，１１６万９，０００円、合わせて２，７１５万９，０００円で毎年委託をしているわ

けでございますが、現在、当市の給食の中学校の職員数は嘱託を合わせて１７人、小学校

が嘱託を合わせて２６人で４３人いるわけです。 

 それで、鬼石町が現在、職員と嘱託を合わせて７人で、藤岡市が５，９００食、鬼石町

が６００食、実際では５９０食ぐらいになると思いますけれども、これは恐らく合わせた

場合に職員がかなり余ってくるのではないかと私は推測いたします。そうすれば自送で、

わざわざ委託へ出さなくてもできるのではないかというふうに考えております。例えば７

００万円で車を買ったとしても５台で３，５００万円ですよね。その職員で配送は十分可

能であると私は考えます。なぜ委託にこだわるのか、その点お伺いいたします。 

議  長（反町 清君） 教育部長。 

              （教育部長 中島道夫君登壇） 

教育部長（中島道夫君） 湯井議員の今の鬼石町から藤岡市に来る職員、それから現状の藤岡市にい

る職員で自分たちで配送もできるのではないかというご指摘だと思うのですが、現実に給

食をつくる数というのは現在のところ、鬼石町から来る職員は第二調理場、中学校の調理

場に行っていただく予定なのですが、そこで鬼石町の分の給食を全部つくってもらうこと

になると思います。もちろんこれが鬼石分、これが藤岡分というようなつくり方はしなく

て一緒につくるわけですけれども、その中でやりくりをしていった場合に、やはり人間の

数とすると精いっぱいであるというふうに思っています。 

議  長（反町 清君） 湯井廣志君。 

４  番（湯井廣志君） 私が言っているのは、今現在の４３人に７人、嘱託まで入れれば５０人と



いう数になるわけですが、調べましたところ、十分に私は可能であるというふうに考えて

質問しているわけでございます。中でまた給食の方、一般事務の方の職員というのも鬼石

町も相当数いるわけでございますが、実際に現業にいて中で庶務をやっている職員が相当

数藤岡市にはいるわけでございます。その現業で運転手というような採用の中で、そうい

う人たちを再度配送業務の方にもっていけば、十分にこの配送が可能であると私は考えま

す。一般事務の職員もかなり増えるわけでございますから、そのような考えを実際に検討

してこのような結果が出たのか、それをもう一度お伺いいたします。 

議  長（反町 清君） 教育部長。 

教育部長（中島道夫君） お答え申し上げます。 

 現状の担当の立場でお答えをさせていただきたいと思いますが、鬼石町との合併に伴い

ます余剰人員に対する給食センターとしての対応につきましては、現在の鬼石町の共同調

理場の仕事に従事しています常勤職員を合併統合後の当給食センターの補充要員として正

式配置をお願いしているところでございます。全体の職場の中で直営職員の配置でありま

すので、今までの経緯の中で人件費の圧縮等により、当給食センターに限らず職員数が不

足しているのが現実ではないかと思っております。そのような中で、藤岡市の給食センタ

ーの中では嘱託職員に多く今まで負担がかかっていたわけです。そういうことを少しでも

解消できるのではないかというふうに考えています。 

議  長（反町 清君） 湯井廣志君。 

４  番（湯井廣志君） 私が特に言いたいのは、どちらかといえば給食の業務員として採用されて

入った人まで今、一般事務をしているわけです。だから、十分にその職員たちがいるわけ

ですよ。だから、人事管理がおかしい中でそのような格好になっているわけでございます

から、教育部長の方では難しいと思いますので、再度総務部長の方から、このような人事

配置を改めて、自送で配送業務をする考えはないのか、お伺いいたします。 

議  長（反町 清君） 総務部長。 

              （総務部長 白岩民次君登壇） 

総務部長（白岩民次君） ただいま湯井議員の方から給食センターの方では人員が余っているのでは

ないか、その分を配送の方に回せばいいのではないかという話なのですけれども、先ほど

教育部長がお話ししていますように、今現在、合併ということでそういう人数のものが出

てくるのですけれども、教育委員会の方ではそういうものを適切に割り当てて業務を遂行

しているふうに感じておりますので、私の方で今ここで、では減らすとか、増やすとかと

いうことはちょっと言いかねますので、また教育委員会の方とよく検討していきたいとい

うふうに思っております。 

 ただ、今現在出ていますこの議題に対しては、運送の業務を委託するわけなのですけれ



ども、それに関して、今ここで私がどうにしましょうということはちょっと言えないとこ

ろでありますので、ご理解いただきたいと思います。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 佐藤淳君。 

８  番（佐藤 淳君） さっきのごみの収集と全く同じなのですよ。債務負担行為を起こして６年

間委託する目的は何なのだということです。そうすると、さっきも言ったようにいろいろ

な意味での、改めてここで入札をするということなのです。入札をして６年間ここにお願

いをしますという、その６年間の根拠は、まず何なのですか。そうすると、さっきの話で

はないけれども、入札の条件がどうだとかこうだとか、資格がどうだとかという、いろい

ろな問題が出てくる。そういうことに対してきちんと納得がいくような答弁をしていただ

きたいということが１点。 

 それから、９月議会で私が一般質問して、適正な職員の数、人口約７万人に対してどう

なのですか、そのことに対しても答弁していないのです。けれども、市長はこうに答えて

いる。「合併により職員が余るから、委託業務を直営にしたらどうだということをおっしゃ

いました。そういうこともあり得るので、私もかねがね職員に対しまして、そういうこと

を踏まえて合併の職員体制の問題を考えてくれというふうに職員に指示している。」と答弁

しているのです。この間の議事録があるのですよ。明確に市長は、そういうことを踏まえ

てきちんとやれと、職員体制の問題をきちんと考えてくれというふうに私は指示している

というふうに答弁している。 

 だから、当然市長の方からそういう指示があったでしょうから、教育部長の方はその市

長の指示を踏まえてどういうことを検討してきて、その結果、職員ではなくて６年間とい

う期日で委託をするのだという結論に、どういう議論をした結果そういう結論に至ったの

か、答弁をしていただきたい。市長は明確に、指示していると言っている。職員が余るか

らと言っているのですよね。余るに決まっているのだ。さっき、足らなくなって嘱託職員

にえらく負担をかけさせているという教育部長の答弁なのだけれども、教育部長の言って

いることと市長の言っていることは全く違う。何度も言うようだけれども、私ども議員が

聞いていも全く理解できない。 

 だから、当然市長からそういう指示があったでしょうから、担当部署ではどういう議論

をして、こういう議論の結果、この方が藤岡市の利益なのだ、公の利益なのだというふう

に結論を出してこういう形での債務負担行為を出してきたのでしょうから、どういう議論

があってこういう結果になったのか、そのことについて答弁をしていただきたい。 

 それから、もう一度言いますけれども、ごみ収集業務と同じで、入札資格だとか条件だ

とか、その辺についてもきちんと答弁をしていただきたいと思います。 



議  長（反町 清君） 暫時休憩いたします。 

                                   午後７時３６分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後８時６分再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（反町 清君） 教育部長。 

              （教育部長 中島道夫君登壇） 

教育部長（中島道夫君） 先ほどは申しわけございませんでした。それでは、まず人員についてちょ

っとお話をさせていただきます。現在、藤岡市でつくっている給食の数は６，４００食で

ございます。４８名の職員で対応しております。それに鬼石町では今度藤岡市に合併しま

すと１，０００食の給食をつくらなければなりません。鬼石町から来る職員は５人という

ことになっております。そうすると、今現在、藤岡市で調理にかかる方々がつくっている

給食は１人当たり１６０食になります。１，０００食を１６０で割り返すと４．５人が必

要ということになり、現状の中では自送に回るだけの余裕はございません。 

 なお、そういうことにより債務負担行為をお願いし、全体の事業費の中で輸送費にかか

るものは非常に大きいものですから、コストダウンを図って、耐用年数３年をさらに３年

加算した６年間でやっていきたいということでお願いをしたいところでございます。 

 入札条件、それから入札資格等でございますけれども、入札条件については、先ほど市

民環境部長もお話ししていましたけれども、藤岡市内あるいは鬼石町内に営業所を持つ運

送業を営んでいる方々ということで考えております。それから、入札資格につきましては、

当初から新車を購入していただき、それを６年間で減価償却していただくということでや

らせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

議  長（反町 清君） 佐藤淳君。 

８  番（佐藤 淳君） 常々私が言っているのは、確かにごみ収集までいろいろな意味で職員の皆

さんがやれとは、私も言うつもりはない。しかし、合併することによって職員が余る。そ

れから、７万人に対してきちんとした適正な職員の数はどうなのですかというふうに９月

議会で質問しているのですよ。それで、何度も言うようですけれども、市長が、そういう

こともあり得るので、そのことについてきちんと指示はしているのだというふうに答弁し

ているのです。たまたま市長が口頭できちんとこうだと言わなくても、議場の中で市長の

答弁を皆さんは聞いているのでしょうから、それは当然市長が指示したということなので

すよ。そういうふうにとらなかったらどうするのですか。 



 したがって、そのことに対して市長が議場の中で、公の場所できちんと答弁したのなら、

私どもは何の仕事をするのだ、何をしなくてはいけないのだということは、皆さんは黙っ

ていたってぴんと感じるのではないですか。だから、市長のある意味での指示を受けて、

どういう協議をなさってきたのですかということも先ほど私は聞いているのです。そうす

ると、給食をつくる数がどうだとかこうだとか、それは嘱託職員でやってもらえばいいの

です。 

 けれども、藤岡市全体の中での職員の数がどうだ。みんなそれぞれの自治体が今、５年

間で何パーセント削減しましょうとか、そういうきちんとした目標値を設定して、このこ

とを実現するためにはどういう施策を打っていくのだと、勧奨退職の制度をもっと今より

厚くしていきましょうとか、いろいろなことの中で適正なところまでやりましょうという

ことで、できるだけこのことを早く実現しましょうということでやっているのです。だか

ら、そういうことだって皆さんはきちんと庁議の中で議論をしていると思うのです。ただ、

教育部だけのことを言って、いやうちは教育部は数が足らないのだとか、結局そんなこと

を言ったらみんなそうですよね。企画部もうちは幾人欲しい、都市建設部は幾人欲しいと、

それで全部足してみたら５１０人だったのでちょうど適正なのだと言っていたのでは、何

の改革もできない。 

 だから、いま一度聞きますよ。そういう意志があるのですか。きちんとそういうことの

中で経費の縮減をして、そういうところでお金を生み出して市民のために投資していきま

しょうとか、そういう考えがなかったら何も改革なんかできない。行財政改革、行財政改

革と言っているけれども、結局は何もできないということなのです。だから、いま一度聞

きます。そういう方向でやるのでしょうか。 

議  長（反町 清君） 総務部長。 

              （総務部長 白岩民次君登壇） 

総務部長（白岩民次君） 佐藤議員の質問ですけれども、今の職員の数が適正かどうかということで

ありますけれども、合併に伴いまして、病院の職員を抜いて約１００名の職員の方をどう

割り振るかということで議論はしました。その中におきまして、前回の議員説明会のとき

にも申し上げたように、フレームをつくりまして、その前に情報能率課長を中心にしまし

て、各課長を対象にしましてどのくらいの人員が各課で必要かということでヒアリングを

行いました。そのヒアリングを行った結果、また、各部長に見ていただきまして適正かど

うか、検討していただきました。 

 その中におきまして、今、現状では余剰とか何とかという問題ではないのですけれども、

今後どういうふうに行財政改革を行っていくかということなのですけれども、今現在１０

年間で１００名の人員を削減していこうという計画でおります。ところが、皆さんご承知



のように団塊の世代がありまして、その世代になりますと一遍に３４人とか３５人やめて

しまうところがあります。そうしますと１０年でいきますと２３０人ぐらいの退職者が出

てきます。逆に今度は減ったから適正と、今が適正とは言いませんけれども、そういうア

ンバランスなときも今後出てくることになります。 

 それで、前に市長が９月議会のときに答弁した、余剰が出るのではないかということな

のですけれども、現状では各課でヒアリングした場合には、余剰という表現はちょっと悪

いと思うのですけれども、そういうぎりぎりのところでやっております。また、こちらへ

来るのが約３５名くらい、残りは６４名ぐらい鬼石支所に配置されるわけなのですけれど

も、これはやはり鬼石町が合併したときに急激に上げてしまった場合には、また従来の行

政としてのサービスがなかなかできないということで、少し慣れるまではそういうことも

していく必要があるのではないかというふうに思っております。これもだんだんにいろい

ろ協議して、人員を削減するといいますか、こちらの本庁の方へ上げてくればほかの面に

も職員を使えるのではないかというふうに、今すぐはできませんけれども、今後考えてい

きたいというふうに思っております。 

 以上です。 

議  長（反町 清君） 佐藤淳君。 

８  番（佐藤 淳君） なかなか理解しにくい説明なのですよね。１０年間で１００人を削減する

のだ、そうすると適正なのは４００人だというふうに思っているのでしょう。それは団塊

の世代が一遍に３０人やめられれば困るのだから、そこで２０人なり採用するのでしょう。

部長、そういうことなのではないですか。今はもう全く余剰人員はいないのですよ、けれ

ども１０年間で１００人減らすのだと、そうすると結局は適正な職員の数は、今の藤岡市

の自治体の規模でいくと、合併したときに五百数十人からマイナス１００が適正だという

ふうに皆さんは考えて、これをできるだけ早いところで実現をしたい。それは５年ででき

ればベストですよね。けれども、そうはいかないから、結局１０年でやりましょうという

ことなのでしょう。 

 適正な職員の数はマイナス１００なのだとすれば、知恵を出せば幾らでも、そこで何人

かがその仕事をしたって何ら差し支えがないではないですか。その知恵が出ない、そうい

うところで知恵を出して改善をしていくということが改革なのでしょうと、私は言ってい

るのです。よくわかりました。全くそういう改革だとか、行財政改革だとかということに

ついて真剣にやる意志がないということだけは、よくわかりました。だから、もう質問す

る気もありませんから答弁も結構です。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 三好徹明君。 



６  番（三好徹明君） 債務負担行為の関係で、給食配送業務委託費の件で質問させていただきま

す。私は一昨年の６月に合併特別委員会の委員長として、今回の議会側の責任者として合

併に取り組んでまいりました。その間、約１年にわたってさまざまな自治体等の合併の実

情、なぜ合併するのだ、さまざまな市民からも、あるいは合併する相手側からもいろいろ

な意見を聞いてきたし、またそこで激論をしてきた経緯があります。 

 その中でも決して揺るがない１点というのが、どういうことが支えてきたかといいます

と、この合併によって５０年も惰眠をむさぼってきたこの地方自治体が活性化する、新し

い血が入ることによって活性化する。民間企業なら明日の運命がわからないわけですから、

緊張の中で生きているわけです。ところが、我々地方自治体は５０年もの間、身分が保障

されて、税金というものを使いながら、かなりのむだをしてきた。それが合併することに

よって緊張感が生まれ、そして新しい血が混じることによって活性化するだろう、これが

合併の最大のメリットである、この信念によって合併を推進してきたわけです。それで、

鬼石町と合併ということで新しい血が４分の１ぐらい入ってくる。私は、これは藤岡市の

未来にとって極めて画期的なことだったと思うわけです。 

 それと、もう１つ、国が進めようとしているこの合併というのは、地方・中央を合わせ

て１，０００兆円とも言われている借金を減らしていこうということです。その多くは人

件費によって消えていっているわけです。つまり四百数十人と鬼石町を合わせて五百何十

人、当然余剰人員は出るに決まっている。ところが、皆さん、各部は自分たちで確保して、

いやこれだけいなければならないと、その具体的な根拠なんか何も示さないではないです

か。 

 皆さん、いいですか。福島県の矢祭町は歳出を３０％削っている。職員の人たちがみん

な道路作業まで出て行っているのです。首にできないから。皆さんは首にできないのです

よ。歳入が減ってしまうのですから歳出を削減して、そういう覚悟で町長自ら自分の歳費

をカットして、議会まで半減しているのです。そうやって町は一体となって自立の道を模

索している。お手本のような自治体があるのです。それに比べて我が新生藤岡市は、五百

何十人もになって、余剰人員はありませんと、恥ずかしくないのか。残念で仕方ありませ

ん。今ここで問題になっている給食配送業務を直営でやると、こんなことは出す前に自ら

汗を流してやらなければだめですよ。合併した意味がないではないですか。 

 このことについて市長、合併のメリットというのは、先ほど私がるる言ったように自治

体がスリム化していく、体力をつけていくという、その猶予期間を１０年与えられた、そ

ういうものを手にしたのですよ。なぜ厳しくやっていかないのですか。そういう覚悟を職

員の間に植えつけていこうとしないのですか。そうしていれば、当然こんなことは出てこ

ない。私が前から言っているように、パソコンでレポートも書けない職員がいる県では、



辞職勧告ではないけれども、しているところがあるのですよ。ですから適性を見て、今、

言ったように何もパソコンでレポートを書けることだけが仕事ではないですよ。それぞれ

皆さん職員として能力があるのですから、適正な配置をするような配慮をしていれば能力

を十分に発揮できる。その辺のことについて市長にまずお伺いします。 

議  長（反町 清君） 市長。 

              （市長 新井利明君登壇） 

市  長（新井利明君） 三好議員と、当時の合併特別委員長時代からいろいろそういう議論を交わ

しながら、合併に向かって協議してまいりました。そして、藤岡市と鬼石町の合併の中で、

鬼石町の約１００人が藤岡市の職員になるわけでございます。合併当初の事務量というも

のを考えたときに、少し手探りの状況もあるわけですけれども、しっかりとその適正人員、

余剰人員がどうなるのかというのは指示してまいりました。ただ、嘱託だとか臨時職員、

こういった者を藤岡市も鬼石町も抱えておるわけでございますが、そういった者を含めて

どうやって適材適所に配置していくのか、こういったことで今、進めております。 

 先ほどの給食の配送につきましては、１人の時間、職員が８時から４時だと思いますけ

れども、そういうシステムの中で、委託費の経費を考えたときには委託の方がメリットも

あるという判断でございます。 

 以上でございます。 

議  長（反町 清君） 三好徹明君。 

６  番（三好徹明君） 委託というのは、民間にすることによって合理的な業務ができるのではな

いかということで、そのことの意味はよくわかるのです。しかし、合併して当座、民間委

託、例えばここの場合には極めて、直営でやってその余剰人員をここで吸収していく、あ

るいは合併をしてこういうような成果が出てきたということを内外に示す絶好のチャンス

だと私は思うのです。それから、内部の職員に対してもこれからは厳しい厳しい時代がや

ってくるのですよ。今、中央から波がどんどん押し寄せてきているのですよ。 

 自立をするということは、財源を移譲されて自分の判断でやりなさいよという、重い責

任を与えられるということですよ。こんな、なまぬるいことをやっていたら藤岡市はそれ

ができるのですか。一人一人の人たちがそういう自覚を持っていく、自らが汗をかこうと

いう意識を植えなければだめですよ。１，０００人いようと２，０００人いようと、仕事

は薄めでやればできるのだから、私は民間の会社にいて死に物狂いでやってきたからよく

わかりますよ。今の職員が３分の１で済むとは言いませんけれども、少なくても合併した

のだ、合併を形としてあらわすためにはそういう姿勢を示してもらいたい。 

 そうしなければこのままずるずると合併特例債をなめながら、楽をしながらいって、気

がついたときには他の市町村から遅れをとってしまう。あるいは将来、高崎市等と５０万



都市、政令指定都市等の問題が出てきたとき、対等な立場で意見が言えるような体力がつ

いていなければどうするのですか。そういう意味でも不退転な気持ちで取り組んでもらい

たい。 

 それで、この委託費については、市として自らやっていくと言ってくださいよ。私の質

問はその答えを聞いて終わります。 

議  長（反町 清君） 市長。 

市  長（新井利明君） 先ほど来、教育部長の方からも委託のことも含めて答弁しておりますけれ

ども、私もこの職員の１日の仕事の時間帯、そしてまた男性の仕事、重いものを持つわけ

でございますので、そういったものを勘案しながら、この給食の配送については委託をさ

せて、なおかつ、この委託の中でもきちんと経費の削減を目指していくという趣旨で、き

ょうご提案させていただいております。よろしくお願い申し上げます。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 木村喜徳君。 

１ ５ 番（木村喜徳君） 前議員が質問していた債務負担行為の件なのですけれども、同じような質

問をしていたのですけれども、私、ちょっと聞き取れなかったので再度確認をさせてもら

います。６年間ということは車の償却ですか、これが根拠になっていると思うのです。私

は、これは業者を保護し過ぎているような気がするのです。なぜその償却の年数を見てあ

げなくてはならないのかということなのです。答弁願います。 

議  長（反町 清君） 教育部長。 

              （教育部長 中島道夫君登壇） 

教育部長（中島道夫君） お答えさせていただきます。 

 償却年数は３年であります。３年に３年を加えて６年ということで設定をさせていただ

きました。その入札のもとになります、先ほどもちょっとお答えをさせていただいたので

すが、新車を用意していただいて一度にスタートするということの中で償却を見させてい

ただくということでございます。債務負担行為を起こして事業を委託させていただく中で、

償却を見ないということはちょっと想定できませんでした。 

 以上です。 

議  長（反町 清君） 木村喜徳君。 

１ ５ 番（木村喜徳君） ６年間見てもらえば非常に業者は安心して、１回仕事をとればもう６年間

心配ないわけですよ。今、市長が言ったのは、委託の中でも経費を節減と言っているので

すよ。そうすると６年間、もうこれでいってしまうわけで、６年間、もう経費節減の道は

ないのですよ。それが１つ。 

 それで、今、言うように、何で発注する側が償却に責任を持たなくてはならないのです



か。こんなことは民間同士の契約では考えられないですよ。今、物価が上がったり下がっ

たりと、変動が非常に激しい時期ですよ。それを考えたって６年間の契約なんていうのは、

今の時代では考えられない。 

 だから、この合併を踏まえた中でいろいろな経費を削減していくというのは、先ほど皆

さん議員が述べていたけれども、これは口だけのことで、実際問題、合併をして削減する

という意志があればこんな契約は出てこないわけですよ。さっきも言ったように、これは

完全に業者を甘やかし過ぎているのですよ。競争させなければ委託費の削減なんてできな

いですよ。とてもじゃないけれども、こんな状態ではこんな案件は認めるわけにはいかな

いですよ。さっき言うように、６年間をきちんと保証してあげるという理由ですよ。さっ

きの答弁では償却期間を見てあげているのだというけれども、こんな答弁は理屈にはなら

ないですよ。もう一度答弁願います。 

議  長（反町 清君） 暫時休憩いたします。 

                                   午後８時３３分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後８時４７分再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（反町 清君） 教育部長。 

教育部長（中島道夫君） それでは、木村議員のご指摘にお答えを申し上げます。 

 先ほど来、何回かお話をさせていただいたのですが、入札の時点においては、その入札

の公平性ということから新しい車を購入し、それによって運営をしていくということが大

前提としてまずございます。したがいまして、例えば給食センターの場合ですと、それを

６年間あるいは３年間という短い、６年を３年ということで短期の期間になりますと、年

間に約８２万円ほどのお金が当然かかってくるわけであります。したがいまして、６年と

いう耐用年数の倍の年数でコストの縮減に努めていきたいと思っております。 

 以上です。 

議  長（反町 清君） 木村喜徳君。 

１ ５ 番（木村喜徳君） 何か言っている意味がよくわからないのですよ。短期よりも長期の方が安

くなるというのは、何か理屈的にはそんなことは何となくわかるのですが、言っている意

味がよくわからないのですよ。私が聞きたいのは、６年という設定なのですよ。部長の説

明だと６年を設定したのに、公平ということは新しい車を使って６年間をやっていくのが

一番公平だということで今、言っているのはわかるのです。ただ、その６年間を何で新し

い車から最初に始めるという、その原点ですよ。何で新しい車をそろえなくてはならない



のか。そろえるから６年という設定になるわけですよね。新しい車でそろえなければ６年

ということにならないでしょう。 

 減価償却は新しい車だろうが、古い車だろうが、１年間変わらないでしょう。だから、

そういう計算をしていくと、１年だろうが６年だろうがコストは変わらないのですよ。そ

うではないのですか。違いますか。だから、償却年数をすべて役所の方で見てやるという

前提がおかしいのですよ。その車だって違うところで使えるのだから、そんなのは業者間

で競争させて、負けたところは違うところへいってその車を償却すればいいわけですよ。

私の考えはそうですよ。だから、６年という根拠がわからないと言っているのです。ただ、

その根拠の中には６年の方が安いという話なのですよね。これは見解の相違ですから、私

はそう思うのです。あくまで今後についても、では公平性ということは、この６年が終わ

ってもまた６年ということでやっていくという考えなのですか。それだけ答弁してくださ

い。 

議  長（反町 清君） 教育部長。 

教育部長（中島道夫君） 先ほどもお話しさせていただきましたように、あくまで入札時の公平性と

いうことを考えて進めていきたいと考えております。６年後と言われますとちょっと、多

分同じような形でいくと思います。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

 茂木光雄君。 

９  番（茂木光雄君） 委託だということでこの債務負担行為の関係ですけれども、第一調理場・

第二調理場、以前市長におかれましては、入札を１つとったときにはもう１つの方は辞退

してもらうということをしたことがあると思いますけれども、この入札はそういう形にな

りますか。１社でこの２つを独占するということは認めないということでよろしいでしょ

うか。 

議  長（反町 清君） 暫時休憩いたします。 

                                   午後８時５３分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後８時５５分再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（反町 清君） 総務部長。 

              （総務部長 白岩民次君登壇） 

総務部長（白岩民次君） 入札については２つありますので、２つのものを競争してもらうというふ

うに考えております。ですから、競争入札で１つ１つ入札を行っていきますので、１社で



２つとる場合もあるかと思われます。 

議  長（反町 清君） 茂木光雄君。 

９  番（茂木光雄君） ごみの収集運搬についても一抜け方式でやられましたよね。こ

ういった中で過去に約１０年近い間、１社がそういう形の中でずっと継続してやられてき

たということに関して、入札による競争性というものをしっかりと考えたときに、やはり

一抜け方式できちんとその入札を行うべきではないかと思いますけれども、再度市長に答

弁をお願いいたします。 

議  長（反町 清君） 暫時休憩いたします。 

                                   午後８時５７分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後９時再開 

議  長（反町 清君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議  長（反町 清君） 市長。 

              （市長 新井利明君登壇） 

市  長（新井利明君） 今、茂木議員から一抜け方式の方法で発注をすることができないのかとい

うことなのですけれども、一抜け方式ということではなくて、２つの発注がなされるわけ

ですから、きちんと競争の原理を働かせてもらいたいというふうに思っております。ただ

し、今、私も鬼石町と藤岡市の中でそういう配送業務に当たる希望がどのくらいあるのか、

これはまだ確認をしておりませんので、もう少しその辺についてこれから時間がかかると

いうふうに思います。 

議  長（反町 清君） 茂木光雄君。 

９  番（茂木光雄君） それでしたら、今の形の中で最低制限価格を設けて入札をする考えがある

かないか、お尋ねいたします。 

議  長（反町 清君） 教育部長。 

              （教育部長 中島道夫君登壇） 

教育部長（中島道夫君） お答え申し上げます。 

 最低制限価格を設ける予定でございます。 

議  長（反町 清君） 他に質疑はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 



議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１９１号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１９１号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１９１号平成１７年度藤岡市学校給食センター特別会

計補正予算（第１号）、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立多数であります。よって、議案第１９１号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第４２ 議案第１９２号 平成１７年度藤岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

議  長（反町 清君） 日程第４２、議案第１９２号平成１７年度藤岡市水道事業会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。上下水道部長の登壇を願います。 

              （上下水道部長 三木 篤君登壇） 

上下水道部長（三木 篤君） 議案第１９２号平成１７年度藤岡市水道事業会計補正予算（第１号）

について、ご説明申し上げます。 

 第２条の収益的収入及び支出についてご説明いたします。収入の水道事業収益は、営業

収益６４万３，０００円の増額であります。支出の水道事業費用は、営業費用１３８万２，

０００円の増額であります。 

 次に、第３条の資本的収入及び支出についてご説明いたします。資本的収入は補正はあ

りません。資本的支出は５７０万４，０００円の増額で建設改良費であります。なお、資

本的支出に対して不足する額７億２，４３１万６，０００円につきましては、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額３，２２６万３，０００円、過年度分損益勘定留保

資金３億９，２０５万３，０００円、減債積立金３億円で補填する予定であります。 

 以上、簡単でありますが、提案説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいます

ようお願い申し上げます。 



議  長（反町 清君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結いたした

いと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１９２号については、会議規

則第３６条第２項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１９２号については委員会付託を

省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。議案第１９２号平成１７年度藤岡市水道事業会計補正予算（第

１号）、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

              （賛成者起立） 

議  長（反町 清君） 起立全員であります。よって、議案第１９２号は原案のとおり可決されま

した。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

            休 会 の 件 

議  長（反町 清君） お諮りいたします。議事の都合により１１月３０日から１２月８日までと

１０日、１１日、１３日の１２日間休会いたしたいと思います。これにご異議ありません

か。 

              （「異議なし」の声あり） 

議  長（反町 清君） ご異議なしと認めます。よって、１１月３０日から１２月８日までと１０

日、１１日、１３日の１２日間休会することに決しました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

            散     会 

議  長（反町 清君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 



                                   午後９時８分散会 

 


